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ここ数年，年に一～二回，一ヶ月ほど中国広東
省東部・中部地区に出かけている。目的は当地の
言語および民俗の調査で，東は海豊県から西は増
城市までのベルト上の地域を，その時々の調査項
目にあわせて回っていく。調査対象はミャオ・ヤ
オ系のショオ族という少数民族が中心で，その周
囲に住む漢族も併せて調査している。筆者の調査
地域のショオ族は，それぞれ百人から数百人を単
位とした村落を形成しており，すべてをあわせて
も1500人強で，周囲を圧倒的多数の漢族に囲まれ
ている。彼らを外見から漢族と見分けることは難
しい。民族衣装や独特の家屋・食物などといった
ものもなく，一般に考える少数民族の調査という
イメージからはほど遠い。
ショオ族は主に中国の浙江・福建・安徽・江
西・広東に住んでおり，人口は2000年の統計で
709 ,592人。その大部分が「中国語の方言によく
似た言語」を話し，広東省の海豊県・恵東県・博
羅県・増城市に居住するおよそ1500人のみが民族
固有の言語であるショオ語を保持している。これ
は人口比にして0 .2％程度であるから，ショオ語
はまさに消滅の危機に瀕した言語であると言える。
グローバル化が世界の趨勢なら，少数者の保護も
また世の流れのひとつだ。ユネスコが2001年10月
の総会において「文化の多様性に関するユネスコ
世界宣言」を採択したのはその一例である。なぜ
少数言語を保護しなければならないのか，なぜ言
語の多様性が文化や生物の多様性につながるのか
ということについては，すでに多くの著作がある
のでここでは触れない。以下，少数言語の保存を
目的としたささやかな活動を紹介したい。
言語の保持に必要な条件とはどのようなもので
あろうか。適当な人口，そして言語コミュニティ

の政治・経済力は言うまでもないだろう。ほかに
もさまざまな要素が考えられるが，忘れてはなら
ないのは話者の言語への愛着である。日本でも，
普段は標準語を使っていても，昔の友人と久しぶ
りに会ったら方言がぽろっと出てきてなんだかほ
っとしたとか，子供に話しかけるときにはどうし
ても方言になってしまうとかいった経験がある人
は少なくないと思う。言語への愛着はその言語を
失いたくないという気持ちにつながる。言語コミ
ュニティ内部からの動きがなければ，いくら外部
の人間が言語保存を叫んでもうまくいくはずなど
ない。少数言語の話者は，社会的・政治的・経済
的環境によって，自らの言語を価値がないもの，
無意味なものと考えがちである。こうした状況に
おいては，母語に対する愛着が下の世代に伝わる
かどうかということこそが，その言語の命運を握
っていると言っても過言ではない。
ショオ語の調査に通いはじめて二年を過ぎた頃，
発話協力者である海豊ショオ族の Lさんに，そ
れまで国際音声字母（IPA）を使って記録してき
た資料を何とかショオ族が読める形にしたいとい
うことを申し出た。本来の目的から言えば，そん
なことを考えずとも，言語の記述をさせてもらい，
そのデータを持ち帰って研究ができればそれで事
足れり，だったはずなのだ。しかし，現地調査で
は事前に予想もできなかったような深い交流が生
まれる。調査者とインフォーマントとは一ヶ月も
の間ほぼ朝から晩まで顔をつきあわせることにな
る。だんだんお互いの性格が知れ，自分との相性
も飲み込めてくる。そして Lさんと筆者はあま
りにもウマが合ってしまったのである（ちなみに
Lさんは四十代の男性）。調査の合間に彼の母語
への愛情について聞かされ，以前調査に来た研究
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者に比べてお前は調査の仕方が細かいなどとお世
辞（耳が悪いことに対する嫌味？）を言われてい
る間に，文字のようなものを作ったら Lさんに
恩返しができるだろうかという不純な考えが脳裏
を横切ったのだ。筆者のこの提案は Lさんによ
って想像以上の歓迎を受け，早速共同で文字を作
ることになった。まず問題となったのは，どのよ
うな文字種を使うかということだった。漢字を使
い，日本語の訓読みのようにショオ語音で読んで
いくことも考えられなくはなかった。その場合に
は方言によって表記を変える必要がなく便利だが，
どちらにしても音声を何らかの形で示す必要がで
てくるし，ショオ語と中国語の間に存在するニュ
アンスの違いが漢字の陰に埋もれてしまう可能性

があるので，漢字はやめておくことにした。そう
なると現地の人が比較的親しんでいる文字という
観点から，選択肢はローマ字しかない。ショオ語
は中国語，特に客家方言の影響を大きく受けてお
り，音節構造が周囲の客家方言にそっくりに変化
している。そこで，中国語の発音記号であるピン
イン符号を使うことにした。この方式の利点は，
ある年齢以下の人ならピンインを習ったことがあ
るので，習得が容易なことだ。それまでの調査で
帰納したショオ語の音素にピンインを当てはめて
いくのは思いがけず楽しい作業だった。共通中国
語にないいくつかの分節音は，複数の記号で表す
など工夫した。六つの声調は共通中国語より二つ
多いだけなので，ひとつには山型の符号をつけ，

図 1　「ショオ語ローマ字化案（部分）」



4

もうひとつは声調符号なしで済ませることにした。
こうしてできた文字案を用いて記録済みの物語を
書き表し，Lさんをはじめとするショオ族の友人
たちに読んでもらい，不都合があれば修正という
作業を数回繰り返し，ほぼ一年後にショオ語ロー
マ字および IPAで表記した語彙・例文集を出版
した。
こうしてショオ語をローマ字化するという作業
は一段落したが，残された課題は少なくない。ひ
とつは，このローマ字がショオ語の海豊方言にし
か対応していないという点である。筆者は現在，
ショオ語の残り三つの方言に関しても記述研究を
進めているが，最終的にはどの方言にも使えるよ
う修正を加えるつもりである。もうひとつは，こ
の文字を使いこなせるようになるには，相当の訓
練が必要となるが，今のところそのための教材も
教員も存在しないということである。ピンインを
使用したため習得が容易だと上述したが，それは
簡単に読めるというだけだ。彼らは母語話者であ
るから，ピンイン自体を正しく発音できなくても，
音の形をイメージできさえすれば，意味を察して
読むことができるのである。しかしながら，自分
の発音を声母・韻母・声調に分解して，それを書
き表すというのは想像以上に難しいらしく，Lさ

んですら怪しい部分がある。ただ，この点に関し
て筆者は楽観的である。先ほど述べたように，言
語の保存のためには，まず若い世代に母語への愛
着を持ってもらうということが何よりも大切であ
るからだ。この点から考えると，正確に書き表す
ことは今のところそれほど重要ではない。大切な
のは，印刷された文字を読むと自分たちの言語が
眼前によみがえってくる，という実感だ。これは
まさにアイデンティティの確認とも言うべき体験
となってくれるだろう。とりあえずは，書けなく
ても，読むことができるようになることが重要で
あるというゆえんである。上の世代でしか使われ
なくなった古い言い回しも，彼らが読める形で記
録さえしておけば民族の文化遺産として保存され
（調査者の責任は重大であるが），再び使用される
可能性が出てくるのである。もちろん，これは書
くことを放棄するということではない。将来的に
は，教材を作って教育を行なうことも考えられる。
さて，ショオ語を保持しているショオ族の間に
は，これまで交流というものはほとんどなく，そ
れぞれお互いの存在は知っていても，生活や言
語・風俗がどのような状況にあるのかはわからな
いという状態にあった。ところが，上述の Lさ
んの尽力によって交流の必要性が広く認められる
ようになり，2005年の旧暦 7月14日，盤古王のお
祭りの日に，増城市ショオ族村で四県市（海豊県，
恵東県，博羅県，増城市）のショオ族の代表が集
まって第一回の交歓会が開催された。席上，メイ
ンの話題はご多分にもれず経済的な問題だったが，
彼らを結びつけるアイデンティティとして，ほぼ
唯一のよりどころとなっている言語の保存につい
ても言及があった。こうした交流がきっかけとな
って，彼らが自らの言語文化により多くの関心を
持ってくれることを期待したい。外部の人間，ま
してや外国人である筆者にできることは限られて
いるが，要請に応じていつでも協力できるよう研
究を進めることが自分の役割ではないかと思う。
まだしばらく広東省への旅は続きそうである。

図 2　「第 1回四県市ショオ族交歓会にて」
民族衣装は近年増城ショオ族が作り出したもの。村役
場に数着あるだけで，普段は誰も着ていない。
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去る2005年12月18日から翌年 1月14日にかけて，
京都大学人文科学研究所（以下，人文研と略す）
と台湾中央研究院歴史語言研究所（同じく史語
所）との間における交流協定に基づき，人文研附
属漢字情報研究センター（センターと略す）助手
である筆者は史語所を訪問・滞在する機会に恵ま
れた。この交換派遣制度は2004年から始まったも
ので，2005年度はその第二年目にあたる。
史語所については，センター広報誌『漢字と情
報』No. 9所載の佐野誠子さんによる「中央研究
院歴史語言研究所訪問記」や本誌第 5号の鍾快氏
「臺灣中央研究院歴史語言研究所見聞録」で既に
お馴染みの読者も多いことだろう。実際，それら
に付け加えるべき言葉を筆者はもたない。拙文は
零細な記憶の寄せ集めと思っていただきたい。
中央研究院は台北市内南西部の南港区に位置す
る。少し見渡しただけではどこまで続くのか，す
ぐには見当もつかないほど広大な土地に，史語所
を始めとして文理双方の三十を超える研究所・研
究中心の建物が林立している。体育施設や噴水付
きの池まである敷地は市民公園に見まがうほどで
あり，現に人々の憩いの場ともなっている。
筆者が四週間を過ごした宿舎も同じ敷地内にあ
る。「鶏

ジィ

不
ブゥ

生
ション

蛋
ダン

」（ニワトリも卵を産まねえ）と
は周辺にわずかな民家と商店しか無いその「辺鄙
さ」を内部の口さがない人々が称する言葉だ。し
かし中央研究院の内部には各種設備が揃っていて，
不自由を感じることはまず無い。市営バスや地下
鉄を利用すれば，市街地まで出て行くのも，実に
容易であった。
一ヶ月未満の滞在でありながら，宿泊用の部屋
に加えて，史語所の建物内に研究室まで貸与され
たのは驚きであった。そこを拠点に史語所の傅斯

年図書館，中国文哲，近代史，民族学の諸研究所
附属の図書館を回って，資料を閲覧・複写するの
が日課となった。出版地を問わぬ蔵書の豊富さ，
学生以上ならば国籍を問わずで誰もが入館できる
という開放ぶりは並大抵のものではなかった。
日本書の揃え方も良好で，近年の研究書（少部
数の発行で古書でも入手困難なものを含む）は，
我が国の平均的な研究機関以上に揃っていたとい
っても過言ではない。ただし，以前と比べて書籍
購入費に恵まれない日本の実情を考えると，異国
の地でそれらのコピーにいそしむ自らの姿に釈然
としない思い無きにしもあらずではあったが。
中央研究院での資料収集が一段落した後，次は
外部の図書館へ打って出た。共に単純な手続きで
入館可，台湾大学と国立政治大学は完全開架式，
国家図書館も頼めばすぐに本を出してくれる。複
写は専用カードを購入して自ら行う，そこに特段
の制限は無い。各機関のホームページに見られる
「納税者のためにできる限り尽くしたい」という
意味の言葉は決して噓ではなかった。故宮博物院
図書文献館に至っては，「納税者」ならぬいちげ
んの外国人飛び込み客に明版（嘉靖刊本）を見せ
てくれたほどで，その度量には敬服のほかない。
台湾における中国学専門書の流通状況について
も一言ふれておこう。台北市内に書店は多い。中
国学関連の書籍も少なしとしない。各種割引制度
をを導入している店もある。それらは筆者も度々
利用させてもらった。 特筆すべきは，「簡体字
書」と称される大陸書を専門に扱う書店の存在だ。
この種の大陸書取扱店は2003年 7月より簡体字
で表記された学術書の台湾における販売の解禁に
伴い，今日の台北市ではもはや珍しくない。中国
学関連書を専門とする小売店は，やはりというべ

中央研究院歴史語言研究所逗留記

永田知之
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きか台湾大学，台湾師範大学の近辺に概ね集中し
ている。現に筆者は台湾へ「両岸三地」の専門書
を買い出しに来た日本人研究者にも遭遇した。そ
の方いわく，「大陸に行くのとは違って両方の本
が一度で手に入るから」。各書店でレートは異な
るが，大陸元の価格掛ける 4， 5倍で台湾ドルに
換算されるのが，大体の相場である。大陸で買う
のとあまり差は無いといえよう。大陸と何か特別
なルートでも無ければ不可能な価格であろうが，
それにしても利益の薄い商売だ，とその恩恵に与
るこちらの方が心配になってくる。事実，購買層
は限られているので，競争も激しいらしい。「‘い
つの間にか無くなった本屋’というのはざら」と
は台湾に長期滞在している日本人の弁である。
もとより大陸の都市部と比べて数ヶ月から半年
ほど流通の遅れがあるという事実は否定できない。
しかし現地の研究者も認めるとおり，簡単に大陸
の専門書が入手できるようになったことは台湾の
中国学界にとっては大きな変化であり，その影響
は各分野で既に現れつつあるという。
『漢字と文化』への寄稿であるから，筆者が現
在，従事している「唐代研究ナリッジベース」に
関連する事柄も述べておかねばなるまい。筆者の
専攻が唐代文学だと知った史語所の諸氏は「せっ
かく来てもらったのに」と口を揃えていた。それ
というのは台湾の唐代研究は，哲学・史学・文学
の諸分野を通して，以前ほどの活況にない，と彼
らが実感しているからである。中国文哲研究所を

例にとってみよう。概していえば，宋代以降，殊
に明清文学に関しては，人材も豊富で相当な力が
注がれている。これに対して唐以前の詩文につい
ては，ほとんど人員が配置されていない。中央研
究院のみに見られる現象かといえば，むしろ台湾
の中国学全体を通じていえる傾向のようだ。
その原因は色々考えられるだろうが，ここ十数
年で大家の退休，或いは物故が相継いだのが大き
い，それが台湾人研究者たちの一致した見解であ
った。外国人があれこれいう問題でもあるまいが，
台湾の唐代研究が早くこの「端境期」を脱するよ
う祈りたい。
年末年始という時期のためもあってか，通常は
頻繁に開かれているらしい学術講演会に参加でき
たのは一度だけである。ただ，席上において講演
者の戴燕氏（中国社会科学院文学研究所研究員）
やその御夫君で共に来台された葛兆光氏（清華大
学歴史系教授）ら旧知の大陸人研究者と思いがけ
ず再会できたのは楽しい思い出であった。
研究院長の李遠哲氏（1986年度ノーベル化学賞
受賞者）主催による外国人研究者とその家族の交
歓会に出席して分かったのだが，台北には自然科
学専攻の日本人も多く滞在していた。漢語圏たる
と否とを問わず海外との学術交流―そもそも筆者
の受け入れがそうなのだが―は中央研究院が最も
力を入れている事業の一つと見受けられた。
すっかり散漫な文章になってしまった。読者諸
氏におかれては先刻ご承知の事柄も多かろうが，
昨年までの筆者と同じ「台湾経験の無い中国学の
徒」である方にはいくらかお役に立つかもしれな
い。台湾での図書館と書店巡りの日々によって得
られたうずたかい資料の山は，帰国から何ヶ月も
たった最近でもなお消化できておらず，筆者にと
って贅沢な悩みの種となっている。
ともかく同時期の日本が記録的な大雪に見舞わ
れたのとは対照的に南国特有の麗かな陽光の下，
愉快な気分で年を越させてもらった，これだけは
確かである。台湾での貴重な経験を今後の研究に
生かせるよう勤めていきたい。筆者の台湾行きに
関して様々にご高配を賜った史語所と人文研の各
位にこの場を借りて深甚な謝意を表する。

史語所歴史文物陳列館
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本 COEプログラムは，主要プロジェクトの一
つとして，漢字文献データベースの発展形として
のナリッジベース作成を推進している。ナリッジ
ベースの概要については本ニューズレターの創刊
号において井波陵一，クリスチャン・ウィッテル
ン両氏による解説があるので，ついてご参照願い
たいが，そのもととなる漢字文献の電子化は，我
が国のみならず本家中国・台湾において非常に精
力的に進められている。様々な評価はあるだろう
が，このような文献の電子化が漢字文化圏に関わ
る研究に大きな変化をもたらしたという事実自体
は否定しがたいであろう。ここでは，このような
成果が，漢字文献を専門に扱う研究者のみならず，
漢字文化圏の周辺あるいはその外部にかかわる研
究に対しても一定の意義を有していることを述べ
てみたい。
筆者の研究領域はイスラーム化前後のアフガニ
スタン地域の歴史であり，それだけを聞くと漢字
文化圏とはなんの関係もないように思われるが，
実はそうでもない。
現在のアフガニスタンが国家としての体裁（と
言ってしまうとやや不正確かもしれないが）を整
えるのは随分と新しく，18世紀末のことである。
その後この地域においてイギリスとロシアがいわ
ゆるグレートゲームを繰り広げ，冷戦時代には東
西両陣営がこの地を巡って対立したというあたり
の事情は，9 .11事件を発端として，この 5年ほど
の間，なんどもメディアに紹介されているので，
いまさら字数を費やして解説する必要もなかろう。
ところで，アフガニスタンに「アフガニスタン」
国家が未だ存在していなかった古い時代から，一
貫してこの地域の特徴であったのは，ここが中央
アジア，西アジア，南アジアという三つの歴史世

界，文化圏の接点となっていたことである。紀元
前の時代から，アフガニスタンを中心に中央アジ
アと南アジア，あるいは中央アジアと西アジアに
またがる領域を支配した国や勢力もいくつか出現
している。
この地域にイスラーム教徒がはじめて到達した
7世紀を挾む150年ほどの期間，しかしながらア
フガニスタンを中心として東西南北に強力な政権
を築くような勢力はなかった。それにかわって，
西ではウマイヤ朝やアッバース朝が，東では唐朝
が，ともに中央アジア方面に勢力を伸張させてい
た。その一つの帰結として西暦751年，（実態以上
に）有名なタラス河畔の戦いが起きた，というの
もよく知られていることである。唐のいわゆる西
域支配は，この戦いの直後に生じた安史の乱をき
っかけに終わりを告げるが，その直前， 7世紀後
半から 8世紀初頭にかけては，中国側の文献に中
央アジア方面に関する事柄がかなり詳しく記録さ
れ，アフガニスタン地域もその最も西側の領域と
して言及されている。
一方，アラビア語やペルシア語の史料はどうか
というと，これが悲しくなるほど記述が乏しい。
そもそもイスラーム世界で書かれたアラビア語や
ペルシア語の年代記史料の中で，現存している最
も古いものも，それが書かれたのは 9世紀であり，
いくらかの例外を除いてその記述の主眼はイスラ
ーム世界の当時の中心地であるシリア，イラク，
エジプト地域にある。かつて我が国の誇る先学達
は，漢語史料に対する驚嘆すべき博識・精通と，
アラビア語，ペルシア語資料を用いた，ヨーロッ
パの学者による当時の最新の研究をもとに，いわ
ゆる「西域研究」「東西交渉史研究」という分野
を確立し，我が国のみならず世界の学界に大きく

漢字文献とアフガニスタン古代史

稲葉　穣
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裨益したが，その研究の中で西トルキスタンやア
フガニスタン地域の歴史も言及されている。それ
でもいかんせん史料があまりにも希薄すぎた。わ
ずかな曙光に見えたヨーロッパや日本による考古
学的調査も，1979年に始まるソ連軍の侵攻および，
その後の内戦によって，20年余りも途絶していた。
しかしこの地域の古代史に関する epoch mak-
ingな発見は，内戦が未だ激しかった1990年代に
生じたのである。アフガニスタン北部から発見さ
れたといわれる大量のバクトリア語文書や， 8世
紀の紀年を持つバクトリア語碑文が残るタンゲ・
サフェーダク寺院址など，驚くべき遺物，遺跡が
次々と発見されたことにより，アフガニスタン古
代史研究はあらたな局面を迎えた。これらの新発
現資料は，既存の文献資料からは全く知られてい
なかった，当時のアフガニスタン北部の社会状況
について，多くの新しい知見をもたらしてくれた
が，それでもそれらに立脚して歴史を再構成する
ためには，拠って立つ柱となるべき材料が必要で
あった。もちろんそこで用いられたのはアラビア
語，ペルシア語の文献史料と，漢字文献である。
新しい材料を手がかりに，これらの文献資料に現
れる断片的な記述を組み合わせて，新たな歴史像
を描く作業が，現在世界各地でリアルタイムで進
行している。
前置きが長くなったが，このような状況下，漢
字文献の専門家ならざる身でも，手がかりをもと

めてそれらを調べなければならないという事態が
生じている。筆者も本貫はペルシア語やアラビア
語史料の解読であるのだが，玄奘の『大唐西域
記』のごとき旅行記や，『大蔵経』におさめられ
る僧伝，あるいは両『唐書』，『唐会要』，『資治通
鑑』などといった史料に目を向けざるをえない。
以前は手がかりとなる固有名詞などを求めて片っ
端から史料をめくったりもしていたのだが，悲し
いかな漢文がちゃんと読めるわけでもない身には
非常に大変な作業であるし，見落としも多くなる。
しかし，現在ではこのような用途のために使える
データベースがいくつかアクセス可能となってい
るのである。ある程度こつをつかんでしまうとこ
れは大変便利である。

そもそも一般論としても，一人の人間が様々な
言語で書かれた文献に全て熟達するというのは，
もちろん例外はあるが，通常では困難である。一
方で歴史研究そのものは，単一の地域の単一の時
代，社会に関する詳細な研究にとどまらず，異な
る地域間の比較であるとか，異なる歴史文化が接
触した境界領域の研究へと方向を拡大しつつある。
西アジアや南アジアの歴史を専攻する者が東アジ
アや東南アジア，あるいはヨーロッパ世界の歴史
を学ぶというのはそう珍しいことではなくなって
いる。しかし，上にも述べた制約により，他地域
に関しては，信頼しうる二次史料に基づかざるを
得ないことも多い。それでも自ら一次文献をチェ
ックできればそれにこしたことはないはずである。

Tang-e Safedak出土バクトリア語碑文（カーブル博
物館蔵，龍谷大学アフガニスタン学術調査隊撮影，
2005年）

Tang-e Safedak寺院址（龍谷大学アフガニスタン学
術調査隊撮影，2005年）
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アフガニスタンのように複数の歴史文化が接触
し，どの文化世界からも辺境であり，その結果，
文献資料に非常に乏しいような場所は，特に多様
な材料を用いて研究を進めざるを得ない。たまた
ま日本人である筆者は，どうにか漢和辞典ぐらい
はひくことができる。そのような人間でも一次文
献の個別の具体例にアクセスすることを，漢字文
献データベースは可能にしてくれているのである。
もう一つ，このようなデータベースや電子テキ
ストの恩恵について書いておきたいことがある。
ネットワークに常時接続していることが普通であ
る時代に生きているお陰で，そのような電子テキ
ストのいくつかには研究室にいながらにしてアク
セスすることができる。これは筆者のような出不
精の怠け者にとっては極めてありがたい状況であ
る。研究のためであれば，わずか一行の記述であ
ってもそれを求めて遠く旅し，現物を目視する，
というのが研究者のあるべき姿なのかもしれない
が，一方でそのような状況は，あまりに頻繁であ
ると思考のスピードを殺いでしまうのではないか
と思うことがある。通常我々は様々な史料を読み，
研究文献に触れ，その都度いろんなことを考える。
運がよければ，それまでに蓄積されていた雑多な
情報の間にパッとリンクが張られ，結びつく瞬間
が訪れる。何かを「思いつく」わけである。もち
ろん思いついただけでは不十分なので，その思い
つきを様々に検証しなければならないのだが，そ
のような検証はできるだけ一気呵成にやってしま
える方がいい。思考の連鎖反応が生じて予想外の
結果を得る可能性があるからだ。
自分が専門に扱いうる文献を調べるときにはそ
れほど問題もないのだが，その領域を少しでも外
れたことを調べる場合は，例えば一次史料の優れ
た翻訳があるとありがたい。余談だが，日本にお

ける中央アジア，西アジア史研究の抱える大きな
問題はここにある。専門家以外でもアクセス可能
な優れた翻訳の数が極めて少ないのである。欧米
と比較した場合，最も立ち後れている点であろう。
それはさておき，上述のように我々日本人は，幸
い漢語というものにそれほど大きな拒否反応を示
さずに済む。誰でも漢和辞典のひきかたくらいは
わかる。漢語文献の翻訳の数も他地域の文献に比
べれば多い。それに加えて，ある程度簡便に一次
史料の検索が可能なのであれば，それは優れた翻
訳が埋めるべき場所を補うに十分な機能を果たす
と言える。
どうも怠け者の言い訳を書き連ねてしまったよ
うで恥ずかしくもあるのだが，少なくとも筆者個
人にとっては，漢字文献の電子化は研究上大きな
メリットをもたらすものである。非専門家が利用
できるような形での一次史料の再フォーマット，
という機能をそれは果たしているように思える。
このような機能に対するニーズは実は潜在的にか
なり多いのではなかろうか。たとえばモンゴル時
代の研究を，主に漢字文献に基づいて行っている
者に対して，もし仮に主要なペルシア語文献が電
子化され，検索可能となった場合にもたらされる
メリットを想像して欲しい。さらに風呂敷を広げ
るなら，少なくとも二つ以上の異なる言語文化が
接触する地域に関心を持つ全ての研究者にとって，
自分の専門以外の文献の電子化がもたらす利便性
と効能は決して小さくはないと思える。現在の歴
史研究の対象がそのような領域に向かっているこ
とを考えるなら，なおさらである。
言うまでもなく，情報へのアクセスが簡便であ
るというのは単なる条件に過ぎず，これをどう生
かすかは検索する側の知識と知恵によるのだが，
それはまた別の話としてここでは触れない。
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ヴェトナムは漢字で越南と書く。その首都ハノ
イ市は河内，故ホーチミン国家主席は胡志明，抗
仏戦争の古戦場ディエン・ビエン・フーは奠辺府
となる。こうしたことがうすぼんやりと知られて
はいても，ヴェトナムが，その長い歴史を通じて
つい半世紀ほど前まで「漢字の国」であったとい
う事実を，われわれは普段あまり意識することは
ない。
ASEAN加盟国であるヴェトナムは，タイやカ
ンボジアと同じく「東南アジア」に分類され，そ
の他の旧漢字文化圏諸国が地理的にくくられる
「東北アジア」とは異質な文化圏に属するものと
観念されやすい。対米戦争で爆弾と枯れ葉剤の雨
を被った「悲惨な国」のイメージが薄れつつある
今日，美食に満たされ，アオザイに彩られたコロ

4 4

ニアル
4 4 4

な街並みは，とりあえずエキゾチックで非
日常の異空間としてファッション雑誌の紙面をに
ぎわす。
ヴェトナムは20世紀に入って，フランス植民地
政府の下で，アルファベット表記を国語（quố政府の下で，アルファベット表記を国語（quố政府の下で，アルファベット表記を国語（quôc 
ngũ.ngũ.ngũ）として採用した。その後もしばらくの間は
農村部などで漢字が使用されることがあったとい
うが，今日では寺院や史跡などの限られた場所以
外で漢字を目にすることはほとんどない。日常的
な必要に迫られることなく，古典教育も取り立て
て盛んでない今日的状況下で，限られた記憶力を
喪われた伝統の学習に費やす人は僅かにとどまる。
しかし，在越宣教師によって作られたという晦
渋な綴字記号を仔細に眺めれば，ヴェトナム語に
は，古来漢語から採り入れてきた夥しい借用語が
含まれており，ある程度の法則性さえつかんでし
まえば，街中の看板におどるローマ字が何を意味
するのかを推測することは困難ではない。ヴェト

ナムの漢字音は，受容の時期や地方差によって多
少のばらつきはあるものの，基本的には韓国語と
同様に入声や音節末の鼻音m, n, ngの区別を残
しており，唐宋の風韻を今に伝えるという意味で
は，聞きようによると北京方言などと比べてよほ
ど典雅な響きをもつ。全語彙の六七割が漢語語彙
だという試算もあることから，これをたよりに語
彙を増やしていくならば，ヴェトナム語はある意
味，日本人にとって最も身につけやすい外国語の
一つであると言うことができるかも知れない。
また，漢語語彙とは言っても，日本で明治期に
西洋概念を翻訳したいわゆる和製漢語の影響が，
中国や韓国と比べて相対的に少なく，徹底した社
会主義国であるにもかかわらず明清時代の中国語
語彙がそのまま生きている場合があるのはおもし
ろい。例えば，学生が図書館で勉強することは，
ヴェトナムでは「生員（sinh viên）が書院（thu.ヴェトナムでは「生員（sinh viên）が書院（thu.ヴェトナムでは「生員（sinh viên）が書院（thu
viê

・
n）で読書する」ことになる。ちなみに，大学

院修士は挙人（cu’ .院修士は挙人（cu’ .院修士は挙人（cu’  nhân）， 博士は進士（tiế nhân）， 博士は進士（tiế nhân）， 博士は進士（tiên 
s̃）と，科挙制度そのままの現代語もある。s̃）と，科挙制度そのままの現代語もある。sZ̃）と，科挙制度そのままの現代語もある。Z
ただし，漢語からの借用語が多いとはいえ，中
国語とヴェトナム語との見かけ上の相違は大きい。
ヴェトナム語では，タイ語やクメール語と同様に，
修飾語が被修飾語の後ろに置かれる。例えば，正
式国名「ヴェトナム社会主義共和国」は，共和社
会主義越南（Cô

・
ng hòa Xã hô

・
i Chu’  ngh̃a Vii Chu’  ngh̃a Vii Chu’  nghZ̃a ViZ ê

・
t 

Nam）となる。これは共和・社会主義などの漢
語語彙をヴェトナム語式の語順に並べたかえたも
のである。
さて，筆者は2006年 3月 5日から23日まで，ハ
ノイ市およびホーチミン市において，ヴェトナム
における漢字情報の電算化状況に関して，現地調
査を行う機会を得た。ハノイ市においては，漢

かん

喃
なん

越境草卒―院研究漢喃訪問

山﨑　岳
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研究院（Viê
・
n Nghiên cú.n Nghiên cú.n Nghiên cúu Hán Nôm院研究漢

喃）と国家図書館（Thu.喃）と国家図書館（Thu.喃）と国家図書館（Thu viê
・
n Quốc gia書院國

家）に調査対象を絞った。このうち漢喃研究院，
通称ハンノム研究院は，政府直属の研究機関であ
る社会科学研究院の一支部として，かつてのフラ
ンス極東学院から接収した大量の漢籍を所蔵して
いることで日本でもよく知られている。残念なが
ら先方の都合で漢籍の閲覧は許可されなかったが，
同院情報技術応用科（Phòng Ú.ng d.ng d. u

・
ng Công 

gnhê
・
 Tinh ho

・
c房應用工藝信息）研究員 Hoàng 

Văn Nam（黃文南）氏に，電算化問題について
中国語でご教示を賜ることができた。
漢喃研究院のホームページおよび蔵書検索シス
テムは，目下準備中で一般公開はしていないとの
ことだったが，今回特別に見せて頂くことができ
た。書誌データとして，書名・整理記号・著者
名・ページ数・形態・ABC順の書誌番号等の項
目が備えられ，書名・著者名は，ヴェトナム国語
表記で入力されている。ヴェトナムでも日本や韓
国と同様に，漢字はあくまでも自国語として処理
されており，例えば国家図書館では，漢字で書か
れた日本人の名前などもヴェトナム式に音読して
分類することが行われている。
漢喃研究院は漢籍と同時に，ヴェトナム固有の
文字である喃

なん

字（chũ.字（chũ.字（chũ nôm字喃）文献も所蔵し
ている。1998年から漢喃両種文献のスキャニング
も開始され，これまでに約1 ,000冊，計20 ,000ペ
ージほどが画像化されている。また，スキャニン
グ済みの漢字文献『欽定越史通鑑綱目』および喃
字文献『Tre Coc Tan Truyen』には，テキスト
データと現代越南語への対訳が附せられており，
その他の文献についても，漸次翻訳作業を進めて
いく計画だとのこと。ただし，一般公開の予定は
なく，所内のみで閲覧可能となるという。
しかし，漢喃研究院による各種の取り組みにも
かかわらず，ヴェトナムの古典籍電算化は決して
活気溢れる状況にあるとは言えない。一つには，
ヴェトナム国内における漢喃文献原典への需要が
それほど高くないことによる。今日のヴェトナム
国民にとって，伝統的文字文化と意識されるべき

ものは，漢喃文献をおいて他にない。しかし，ロ
ーマ字表記法に親しんだ大半の人々にとって，そ
の種の教養はもはや国民一般に共有されうるもの
ではなくなっている。殊に漢字に関しては，今日
では自民族の伝統文化というよりも，むしろ中国
という隣国の文字に過ぎなくなりつつある。
ヴェトナム漢学の凋落とはうらはらに，最近の
ヴェトナムでは中国語学習熱が著しい。今日，中
国語は，かつての宗主国語フランス語を凌ぐ勢い
で，英語に次ぐ学習人口を誇っていると聞く。中
国経済の好況にともなって，新たなビジネスチャ
ンスが北辺の国境を跨いで行き交っており，中国
語はそのままカネになる実学として，いわゆる古
典文学研究とは違った意義付けがなされている。
時勢はまさに，いわゆる「伝統」とは正反対の方
向へ向かっているようだ。事実，「伝統」業界か
らの人材流出も珍しくはないようで，もと研究者
が今は通訳業というケースもない話ではないらし
い。確かに，漢喃研究院の職員・学生ともに，中
国語学科出身者の会話能力は相当なもので，失礼
な話だがいつ通訳業に転身しても食うに困ること
はなかろうと見える。
中国学に限って言えば，現代中国語の学習人口
が増えることは，長い目で見れば古典研究にとっ
ても発展の動力となるだろう。いわゆる「伝統芸
能」の陥りがちな師伝・学統至上主義が，現代中
国という生きた現実の存在によって，常に批判に
さらされることになるからである。漢学ならぬ越
学にしても，現代中国語を操る新世代のヴェトナ
ム人研究者は，ひょっとするとヴェトナムの古漢
籍を中国語で読むようになるかも知れない。彼ら
は現代中国語という全くの外国語で，かつてヴェ
トナム語として読まれたはずの古文献を再読する
だろう。けだし，そうした文献の書き手もまた，
中国語で読み，中国語で書く者でなかったとは断
言できまい。そして，現在漢字文化圏と称してい
る地域が，うかうかしているうちに，中国語文化
圏と言い換えられてしまう日は来ないだろうか？
莫須有！かく言う筆者も，日本漢文を実は中国語
で読んでいる。
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